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晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
ビ

で
同
地
方
で
は
『
メ
ガ
ネ
』
桑
國
と
盲

っ
て
居
り
凌
す
冬
の
季
節
風
が
非
常
に

弼
く
久
〆
作
は
殆
ん
ど
駄
目
だ
つ
た
の
で

防
災
桑
園
を
作
る
機
に
な
つ
た
そ
う
で

す
。
此
の
桑
姻
で
完
全
に
手
⑨
風
を
防

ぐ
市
が
出
楽
る
と

の
事
です
。

我
村
の
樟
に
台
風
の
被
翻

の
あ
る
所
は

圧
薬
の
糧
。
夙
墓
髪
＼
誤

出
來
る
と
思
わ
れ
ま
す
o

同
縣
は
職
前
よ
り
養
茶
の
盛
ん
な
所
で

昨
年
も
三
〇
〇
万
〆
の
牧
繭
で
四
市
倣

円
の
収
人
か
靹
げ
て
店
り
噴
す
我
鹿
見

筒
鰯
は
全
国
伺
数
の
た
ぱ
二

縣
ρ
す
が

之
れ
で
や
つ
と
三
〇
億
円
で
す
埼
玉
願

な
ど
が
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
る
の
は
想
像

さ
れ
る
で
し
よ
う
。

同
鰯
の
閣
家
の
方
々
は
凝
誕
蚕
沙
を
利

用
し
て
酪
閲
を
や
り
薪
の
か
た
い
所
で

枝
條
が
薪
と
し
丁
利
2
さ
れ
百
の
で
例

ヌ

繭
田
が
ド
落
し
て
も
養
案
は
休
止
す

る
駅
に
は
行
か
な
い
と
の
●
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）
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叉
　
、
・

t
　
　
　
　
t

て

〆
　
ー

了　
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l
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入
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s
寸

＿

　
　
　
　
　
’

ら

よ
つ
て
判
断
す
る
）
優
秀
演
技
者
に
対

し

て
は
、
特
別
賞
を
贈
呈
す
る
計
画
等

も
致
し

て
居
り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
張

切
つ
て
御
準
備
の
程
お
願
い
申
上
ま
す

吹
に
巾
込
方
法
，
申
込
期
H
樽
に
っ
い

て
お
し
ら

せ
致
し
て
置
曹
ま
す
。

◎
花
瀬
公
園
祭
り
芸
能

　
大
会

一、
主
催

田
代
村

．

　
v
　
　
ノ
ノ

」

占
　
，
ー
」
｜
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
n

ソ
1

縣
外
を
覗
察
レ
て

村

長

上

蕪
三
遮
雛
藻
櫟

東
八
代
郡
W
閲
卿
の
掘
ノ
内
保
次
氏
宅
同
奥
さ
ん
の
桑
の
肥
培
當
迎
P
養
蚕
授

を
肋
れ
実
際
に
養
泰
に
当
ら

れ
る
製
さ
術
の
凸
詔
の
深
口
卓
に
は
ホ
ン
ト
ウ
に

ん
に

9s
て
m
p
々
と
御
麗
香
ま
し
轡
致
し
δ
た
我
村
案
媛
ど
せ

た
の
で
其
概
製
を
中
上
げ
ま
す
e

一

、
K
族

圭
人
保
次
（
n
し
僻
酪
堤
協
長
其
他
の
公

職
を
持
ち
腿
鵠
に
從
奉
さ
れ
な
い
。

褻
ス
ミ
子
へ
E
l
）
　
M
ら
脳
業

常
傭
夫
石
屋
忠
作
（
＝
巳

母
　
，
　
　
　
3
）

手
息　
’

一
、
耕
地

桑
幽
一
、

’

水
田
三
、
二
反

普
通
畑
三
、
八
反
　
＼

桃
ブ
ト
ウ
o
、
五
反

尉　
t
o
t
三
反

一
、
家
畜
乳
比
二
頭

一
、

獲
蚕
成
組

　
　
　
掃
立
働

春
繭

」
二
〇
瓦

初
秋
蚕
六
〇

晩
秋
蚕

八
s

　
計

1］｛（M

（〆
当
り
一
、

万
円
余
と

な
る
）

同
じ
家
事
手
博

斑
原
遊
学

八
反
（
本
年
新
仙
一
、
o
反
）

　
　
　
　
　
　
　
＋

鶏
二o
刎

牧
繭
盟

　

九

h
“
、
o
g
o
匁

　

四
八
、
二
＝
二

　
♂
七
三
、
1
1
八
0

　
H
l
　
I
O
・
　
k
四
三

五
〇
〇
円
と

せ
ば
三
三

稚
蚕
は
自
宅
で
　
r
ド
ム
ロ
』
喬
を
な
し

糺
蚕
は
卒
飼
で
條
集
育
だ
か
ら

非
常
に

手
間
が
省
け
る
と
の
事
C
す
o

同
地
方
は

「
フ
ト
ウ
』
桃
（
白
桃
）
の

栽
培
が
盛
ん
e
反
牧
一
〇
万
円
位
は
あ

る

の
で
甫
年
暦
な
ど
獲
蚕
を
姉
う
傾
向

が
あ
る
そ
う

で
す
が
反
牧
五
〇
〆
以
上

も
牧
繭
す

れ
ぱ
養
黍
の
方
が
有
利
だ
と

の
事
で
し
た
。

同
奥
さ
ん
の
案
内
l
、
桑
問
を
見
ま
し
た

が
柄
類
は

『市
．
之
洞
』
と
。
．
ー
ズ
ミ
通

s
で

口
間
九
尺
株
間
三
、
戸
ω
巾
刈
若
し

く
は
蒔
刈
仕
皿
ひ
保
尾
一
⊥
以
上
　
篭

畑
と
l
い
う
よ
り
は
熱
山
ノ
ブ
つ
た
方
が

田

1

、
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（
其
の
二
）

政

士口

め
て
あ
の
牢
分
で
も
賠
茂
し
た
ら
牧
繭

也
も製
も
ウ
ン
ト
向
上
す
る
だ
ろ
う

と
且
い
t
す
o

埼
玉
縣
・
桑
園
並
に
養
蚕

熊
谷
市
近
祖
の
躍
沢
村
か
醗
察
致
し
ま

し
た
眠
口
廣
い
中
野
が
全
部
桑
園
で
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

一

の
囚
囲
に
桑
な
砧
ヌ

大
抵
申
刈
仕
立
て

－
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昭
和
三
十
年
一
月
農
談
会
に
於
け
る

．

農

協

に

対

す

る
各
種
意
見

総

括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
会
籾
麗
ね
る
毎
に
組
合

に
対
す
る
批

　
騨
、
曜
頃
は
速
設
的
と
な
り
、
箪
な

　
る
私
情
と

い
つ
た
も
の
が
減
じ

つ
つ

　
あ
る

が
、
今
回
も
五
の
壕
な
欝
が

　
あ
つ
た
の
で
、
今
後
之
辱
の
点
に
っ

　
い
て
縫
営
方
針
な
り
事
務
処
理
の
圃

　
で
の
改
講
に
袖

絃
す
る
必
硯
が
あ
る

　
所
管
旬
に
整
挫
込
分
す
れ
ぱ
次
の
通

　
り
で
あ
る
’

一、

総
務
関
係

、

1
、
同
一
候
件
F
或
は
そ
れ
以
ド
に
あ

　
る
富
田
の
出
資
幽
鞭
が
、
盤
山
よ
り

　
高
い
。
（
括
馨

2
、
現
在
紺
脅
員
と
し
て
の
控
格
の
な

　
く

な
つ
て
い
る
様
な
も
の
、
叉
は
生

　
活
的
に
出
賓
出
楽
な
い
も
の
、
又
は

　
力
は
あ
り
乍
ら
故
煎
に
出
賢
し
な
P

　
者
に
つ
い
て
、
組
合
側
と
し
て
は
何

　
か
対
策
を
髄
じ
て
貰
ひ
た
い
。
（
上

　
柴
立
。
毘
谷
、
西
大
原
、
巾
L
o
、
内

　
之
牧
）

3
、
出
震
割
s
r
に
対
す
る
活
ポ
が
は
つ

　
舎
ロ
レ
な
い
。
（
西
大
原
）

4
、
出
茂
を
納
穐
貯
金
か
ら
損
替
へ
て

　
貰
い
セ
炉
。
　
（
上
柴
立
）

5
、
畷
⊥
品
の
珂
物
出
責
を
や
ら
し
で

　
貰
い
た
い
。
　
（
上
柴
立
＼

6
、
正
月
号
は
博
報
の
出
責
の
孔
壮
宗

　
が
｛
”
つ
て
い
る
b
正
古
に
自
頂
さ
訂

　
正
服
桁
さ
れ
I
2
い
t
．
（
折
小
野
）

7
、
本
文
助
、
澱
粉
工
場
に
馬
牛
の
繋

　
66

施
殺
を
さ
れ
に
い
。
　
（
郷
原
∨

8
、
村
民
大
会
婚
の
錯
、
耽
は
紺
合
定
期

貯
金
で
与
ズ
よ
。

9
、
忘
年
会
を
自
閲
せ
よ
。
（
巾
村
）

二
L
t
貯
金
、
金
融

1
、
一
日
貨
貯
蛇
日
に
回
っ
て
來
な
い

　
各
い
沌
れ
な
く
回
ら
れ
た
い
。
　
命
凧

ノ
原
、
官
行
）

2
、
月
掛
貯
㎡
の
蠣
金
が
で
た
ら
め
で

　
紬
㎞
や
め
て
し

ま
つ
た
。
（
東
ノ
原
）

3
、
脂
碇
通
帳
に
嗣
入
し
て
あ
る
文
字

　
を
も

っ
と
正
陥
、
丁
ぽ
、
続
兜
に
同

　
隠
に
摘
製
の
記
入
を
明
瞭
に
さ
れ
た

　
い
。

　
例
え
ば
貸
付
血
の
引
落
し
飾
巾
に
甘

　
閲
貸
出
、
衰
戸
タ
ネ
貸
出
と
し
な
い

　
で
、
二
八
年
度
…
二
九
年
度
…
…

　
と

い
う

礫
に
o

4
、
納
税
賄
銀
通
腹
の
聞
入
が
し
て
な

　
い
。
（
瀬
戸
口
）

5
、
期
限
前
に
馴
落
梼
算
さ
れ
て
居
L

　
が
、
事
削
に
鯨
解
を
得
る
の
が
木
当

　
で
は
な
い
か
o

三
、
購
買

コ
、
支
斯
の
購
貿
品
が
一
般
商
店
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
高
い
。
（
醗
山
）

2
、
肥
料
腿
格
の
本
文
所
の
茅
観
を
な

　
く

さ
れ
た
い
。
　
（
盤
山
）

e
f
i
、
灯
油
を
澱
紛
工
燭
e
販
顧
す
る
か

　
又
は
部
落
～
契
拍
し
て
配
冶
し
て
折

　
t
r
な
い
か
。
卿
在
大
根
占
か
ら
買
つ

て
い
る
。
（
原
沢
）

4
、
澱
粉
工
場
で
肥
料
の
現
戴
彊
り
を

　
す
る
か
。
　
（
原
沢
そ
の
他
）

5
、
イ
，
も
少
し
文
化
的
な
台
所
用
品

　
　
も
仕
人
n
て
箆
い
た
い
。

　
原
）

　
　
　
　

揃
ヌ
て
ほ
し
い
b
　
、
　
　
　
－

　
　
　
6
、
馬
鈴
璃
代
の
二
認
澗
求
が
あ
石
。

　
　
　
7
、
’
川
原
で
一
砂
購
買
の
取
扱
を
氾
の

　
　
　
　
む
。

　
　
　
8
、
田
断
式
製
跳
機
は
一
贈
瓜
い
と
い

　
　
　
　
つ
た
が
現
在
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
9
、
随
協
に
旧
代
上
庵
甜
を
設
け
よ
e

　
　
　
9
、
帥
い
、
肥
川
の
小
僧
を
た
や
す
く

　
　
　
　
せ
よ
。

　
　
　
1
1
、
鯛
樹
の
場
合
、
少
レ
金
が
不
尾
レ

　
　
　
　
た
た
め
婦
遅
g
と
し
た
。
二
、
三
日

　
　
　
　
位
は
よ
い
で
は
な
い
か
b
（
山
ノ
ロ
）

　
　
’

四
、
販
更

　
　
　
’
、
製
茶
の
販
鯛
方
法
を
形
オ
ら
れ
た

　
　
　
　
い

（日
村
碗
保
の
方
策
も
髄
ぜ
よ
）

　
　
　
　

（四
中
郡
）

　
　
　
2
、
鰯
工
品
（
時
に
縄
）
の
販
培
凌
や

　
　
　
　
つ
て
く
れ
、
現
格
が
g
か
ま
し
い
の

　
　
　
　
な
り
機
械
の
朋
飾
を
U
接
た
の
怜
。

　
　
　
　

（巾
村
）

　
　
　
五
、
蓮
愉

　
　
　
－
、
ト
ラ
ツ
ク
措
蛭
が
高
い
。
嚇
戸

　
　
　
　
野
、
折
小
野
）

　
　
　
2
、
ト
ヲ
ツ
ク
縄
臼
は
、
都
度
逸
り
状

　
　
　
　
と
同
哨
に

脳
求
幽
籾
鞘
行
し
て
獲
い

　
　
　
　
た
㊤
。
（
辺
志
切
）

　
　
　
六
、
農
産
指
導

　
　
　
コ
、
イ
、
年
末
の
果
物
斡
鹿
は
品
物
が

　
　
　
　
　
聞
く
翻
か
つ
た
。
（
各
部
落
）

（
兎
ノ一

。

編経
踊
甥
銚
鵠
神

　
　
　
　
　
つ
て
く
れ
o
　
（
衷
木
）

n
、
手
洗
器
位
は
も
少
し
余
分
に
取
．
2
、
岡
子
物
が
ど
う
も
悪
い
o

r珍
藝
、
奇
藝
」

な
ん
で
も
結
こ
う
で
す

F花
瀬

公

園

祭
り
」

　
近
汁
注
れ
な
蔵
冬
も
何
得
の
間
に
か

去
り
、
山
野
に
は
草
花
が
ほ
＼
ヌ
み
、

春
の
肋
れ
の
匂
う

季
節
と
は
な
つ
て
参

　
り
ま
し
た
。

　
つ
惚
ぎ
し
て
は
柳
花
ほ
こ
ろ
ぶ
四
月

1Il日
桃
の
働
句
を
ト
し
て
、
例
矩
ほ
勝

地
捕
測
公
園
に
於
注
ま
し
て
、
色
々
ぼ

行
事
を
催
し
、
近
猫
」
須
ぽ
も
と
よ
り

凱
く

郡
外
か
ら
も
あ
法

に
の
旅
遮
客
を

迎
ヌ

て
、
樂
し
い
村
民
の
親
㈱
姐
安
の

一
日
た
ら
し
め
て
番
つ
二
の
で
あ
り
汁

す
が
、
本
年
麗
は
花
澗
公
凶
勢
り
W
駆

に
獄
鵡
あ
ら
レ
め
、
画
に
村
民
い
こ
い

の
一
日
た
ら
し
め
る
九
に
、
先
に
本
飛

を
通
じ

父
、
懸
質
み
壌
致
し
ま
し
仁
。

由
代
曹
頭
と
田
八
姑
人
会
歌
の
発
表
会

3
、
㎞
榮
栽
培
に
つ
い
て
、
も
つ
と
販

　
翻
一
面
を
考
撤
｝
さ
れ
た
い
。

4
、
馬
鈴
薯
ハ
鴎
林
一
号
）
に
つ
い
て

　
説
明
が
足
D
π
い
。
受
聞
以
仰
に
E

絡
レ
て
く
れ
。

弓
、
三
十
年
曲
隅
も
殻
類
稠
子
物
の
斡
捉

を
た
の
む
。

七
ハ
共
の
他

1
、
貯
舵
其
の
他
者
刷
欝
類
に
金
喧
の

　
箪
位
踏
い
、
姓
名
臨
い
が
多
い
。

を
蕪
ね
て

　
　
『芸
能
大
a
g
2

を
開
催
致
し
ま
す
の
で

　
劇
、
芝
居
、
卿
踊
、
手
品
、
落
語
、

滝
才
、
微
唱
、
電
樂
、
珍
芸
、
奇
芸
、

　
等
な
ん
で
も
結
猫
で

　
す
の
で

　
今
か
ら
す
ぐ
練
習
や
研
究
を
初
め
て

頂
ぎ
、
当
H
は
臨
つ
て
皆
さ
ん
出
演
レ

て
下
さ
い
凌
し

て
、
あ
ま
た
の
硯
衆
を

鉦
雪
笑
い
感
倣
の
る
つ
ぼ
に
、
と
う
す

い
さ
し

て
下
さ
い
ま
せ
。

　
当
U
の
出
凪
者
に
対
し
て
は
亀
員
出

演
31
を
咀
呈
し
ま
す
が
、
伺
観
衆
を
多

く

引
つ
け
た

（手
の
な
る
敵
其
の
他
に

2
、
澱
粉
工
場
の
排
水
施
設
を
ロ
彌
し

　

て
徽
い
た
い
。

3
、
搬
粉
粕
を
入
れ
る
井
簡
の
共
同
購

　

入
を
し
て
く
れ
o

4
、
出
黄
を
十
一
月
木
炭
で
払
込
ん
だ

　
の
に
猫
求
が
あ
つ
た
。
ど
う
な
つ
て

　

い
る
か
。
　
（
㈱
戸
野
）

以
上
の
世
論
に
付
、
鵬
協
で
は
l
　
I
月
E

日

職
員
令
を
開
催
し
、
之
が
改
魑
等
に

付
協
躍
を
レ
ま
し
て
賠
処
す
る
嫌
誓
い

lまし
た
。
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ユ09
　88
　53
　59
　　18

　ユ8
144
ユ10
］08
　95

誕　　　　　　ilL’4

　　49．947
　　26．Jr　2］

　　25．393
　　5」．684
　　30．608
　　32．096
　　62．055
　　43．570
　　50．33］
　　58．621
　　69．044
　　39．（）jO

　　37．647
　　86．226
　　54．230
　　46．351
　　43．863
　　20．631
　　66．493
　　47．492
　　59．267
　　36．287
　　G6．979
　　68．690
　　60．383
　ユ16．oO5
　　60．094
　　43．480
　　50．4］2
　　30．928
　　24．877
　　　4．333
　　　4．706
　　3ユ．847
　　25．897
　　35．230
］．662．428

＿昭ln∠9生度日銀一＿

　　　　40．400
　　　　23．200
　　　　2ユ．800
　　　　48．600
　　　　39．800
　　　　30．600
　　　　65．600
　　　　41．400
　　　　49．600
　　　　55．600
　　　　64．200
　　　　80．800
　　　　31．800
　　　　76．800
　　　　70．OOO
　　　　56．800
　　　　55．800
　　　　3L200
　　　　68．200
　　　　42．600
　　　　33．OOO
　　　　21．400
　　　　60．OOO
　　　　66．800
　　　　53．600
　　　コ07．OOO
　　　　80．200
、　　　　39．800
　　　　56．800
　　　　57．600
　　　　42．OOO
　　　　23．800
　　　　25．600
　　　　22．OOO
　　　　23．400
　　　　33．200
　　ユ．74］．OOO

Iiss
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

場

原

谷

郡
郡

口

村

下
崎

木
口

野

石

立

立

原

沢

野

口

窟

淵

瀬

原
切

園

原

原
罵

田

牧
行

田

野

野

山

　
之

　
中

m
之

　

　

　

　
之

小

　

　
柴

　

　

　
戸

隠

　

　
ノ

芯

　
大

大

　

　
之

　

　
戸

木
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四
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衷
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甲

郷
辺

鶴

西

東
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新

内

官

窩

納

久

盤

酎

X
田
報
の
一
月
づ
に
掴
㎜
し
工
分
ω
払
小
旺
、
山
ノ
ロ
は
、
比
牛
が
反
対
に
入
り
癸
っ
て
い
ぼ
し
ん
山
工
、
本
号
て
訂
正
叙
し
ま
す
。
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縄
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＝
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＝
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選
挙
に

の

ぞ
む

若

人
の

お

た

け

び

　
私
遠
は
、
決
だ
高
稜
生
で
選
挙
権
は

な
い
の
で
あ
り
t
す
が
、
少
し
迎
挙
に

つ
い
て
の
べ
た
い
と
思
い
ま
す
e

今
年
は
数
多
く
、
い
ろ
く
な
週
挙
が

お
こ
な
わ
れ琴
が
、
こ
れ
に
呼
輪
し

て
公
明
ぷ
培
の
啓
発
浬
動
も
今
や
全
国

的
に
一
段
と
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
つ
た
。
し
か
し
公
明
遡
雄
が
叫
ば

れ
る
よ
う

に
な
つ
て
か
ら
相
当
の
期
間

を
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
こ
そ
我

が
田
代
村
も
明
捌
な
湿
活
が
出
來
る
よ

う

に
し

て
も
ら

い
N
い
。

～
一

1

＿晶

懸

二
、
後
援
　
南
日
本
新
聞
枇
　
　
　
　
機
な
方
法
で
選
挙
を
や
つ
て
い
れ
ぱ
田

　
　
　
　
　
　
〃
　
ラ
ヂ
オ
　
　
　
　
代
村
の
将
來
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
結

三
、
申
込
期
日
　
三
月
二
十
五
日
迄
　
　
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。
村
ヨ
趨

四
、
申
込
万
法
演
出
の
芙
名
、
所
襲
員
の
喉
禰
畜
の
方
も
『
立
会
市
2
2
」
を

　
　
　
　
　
　
鱒
間

（約
何
分
と
し
て
t
n
J
る
よ
う
に
し
た
ら
、
姶
め
て
公
明
選

　
　
　
　
　
　
）
住
所
氏
名
を
郵
胆
ハ
　
培
が
自
然
に
生
れ
て
く
る
の
で
は
∫
い

　
　
　
　
　
　
ガ
＋
叉
は
閥
大
｛
さ
の
で
し
よ
う
か
o
此
の
願
い
は
私
一
人
だ

　
　
　
　
　
　
紙
に
田
い
て
お
届
け
下
け
で
な
い
と
思
い
決
す
。
村
民
廿
八
の

　
　
　
　
　
　
さ
S
。
　
　
　
　
　
　
人
が
念
願
し
て
い
る
と
思
う
。
立
派
は

五
、
申
込
先
　
田
代
村
公
民
館
　
　
　
村
を
作
る
に
は
正
レ
い
避
準
が
必
製
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
村
民
各
］
が
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
権
利
を
自
覚
し
、
陥
固
な
る
ー
3
丘
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
て
選
挙
に
の
ぞ
む
態
勢
が
出
來
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
限
り
、
P
つ
ま
で
た
つ
て
も
公
明
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
は
印
め
な
い
。
ほ
ん
と
に
よ
く
夘
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
よ
く
ぷ
ぶ
人
が
幾
人
い
る
で
し
よ

い
く
ら

週
準
管
理
委
員
会
の
ほ
う
で
公
う
か
。
ど
う
せ
だ
れ
が
や
つ
て
も
同
じ

明
迎
培
を
叫
び
か
け
て
も
、
今
だ
我
が
だ
と
い
う
。
な
げ
や
り
的
な
無
副
心
な

村
は
爽
行
出
楽
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
考
え
の
人
が
、
田
代
に
は
相
当
多
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一
例
を
取
り
ま
す
と
、
村
金
咀
員
担
2
6
で
は
な
い
か
。
こ
の
浬
鋤
邸
が
、
候
補

な
ど
は
公
明
挫
昂
の

『
こ
』
の
字
も
守
者
に
鋤
か
さ
れ
、
皿
牧
の
対
象
に
π
る

ら
れ
て
い
な
い
ロ
　
ヨ
ど
こ
の
が
が
は
　
も
っ
と
も
な
ぽ
カ
　
だ
と
ほ
う
り
ば
　

羅
⌒
灘
一
灘
⌒
　
⌒
三

　
　
　
　
w
w
．
’
w
S
．
”
w
w
．
．
w
”
w
”

賞

募

別
稿
で
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
ず
。

集
。。
・

‘
乞

F花
瀬

公

園

祭

り
塾
能
大
会
」

＿

宣
博
用

「
ボ
ス

タ
－
－
」
図
案
を
左
記
に
よ
り
懸
賞
募
集

致
レ
ま
す
の
’
で
、
ど
な
た
も
振
つ
て
懸
募
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
o

　
　
　
●

＿

記

花
瀬
公
園
祭
り
藝
能
大
会
宣
傳
用
ポ
ス
タ
ー
図
案
懸
賞
募
集
要
綱

一
、

締
切
期
日
　
　
三
月
十
九
日

二
、
，
用

紙

三
、
法
り
先

四
、
詮
衡
方
法

五
、
賞

金

制
限
し
な
い

田
代
村
公
民
館

詮
衡
委
員
会

三
等
ま
で

．
＿
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ー
＿
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t
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x

経
濟
自
立
の
道
し
る
べ

　
正
月
号
本
紙
に
よ

つ
て
御
挨
拶
川
上

げ
N
し
た
如
v
、
願
は
昭
和
二
十
九
年

度
締
婆
自
立
の
指
培
村
と
し
て
本
村
を

定
め
岩
崎
ぷ
落
を
モ
デ
ル
と
し
て
昨
年

七
月

聯
の
各
課
の
主
任
級
の
方
N
か
ら

成
る
一
大
訓
孤
指
導
班
が
來
村
y
ら
れ

て
群
レ
く
史
問
を
銅
査
楡
酎
し
本
村
の

将
來
生
く
べ
蔚
剖
を
ポ
さ
れ
た
の
で
あ

り
琴
・
　
　
　
＼

　
申
す
ま
で
も
な
く
本
林
は
他
隙
又
は

他
町
村
に
比
し
貢
業
の
議
塁
低

く

経
済
力
が
劣
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

し
て
村
畏
始
め
村
刊
各
稲
碗
同
が
l
i

と
な
つ
て
如
何
に
し
て
こ
れ
を
盛
り
上

ら
せ
他
E
村
並
の
9
活
が
出
廉
る
ぱ
に

す
る
か
、
と
欝
う
こ
と
に
日
夜
苦
心
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

て
居
る
の
で
あ
り
獣
す
。

　
指
導
班
の
報
皆
培
を
肝
し
く
検
討
す

る
69
を
未
だ
持
た
な
か
つ
た
の
で
あ
り

宴
す
が
一
通
U
概
観
し
た
願
じ
と
其
襲

旨
を
逃
ぺ
ま
す
と

　
1

sc私
的
架
題
と
し
竜
『
も
っ
N

色
々
な
事
を
エ
く
老
ロ
ズ
て
合
卸
的
に
働

ら
く

こ
と

が
必
製
だ
』
と
官
う
事
に
成

る
＆
で
す
o

從
來
あ
ら
ゆ
る
磯
会
に
色
々
の
方
か
ら

も
聞
い
て
s
る
恥
で
あ
り
敦
す
が
、
私

共
は
自
分
の
家
の
一
年
申
の
政
l
　
の
酎

錦
を
し
な
い
人
が
多
い
。
ど
の
作
物
が

反
当
牧
入
い
く
ら
あ
っ
て
l
日
当
り
の

働
賃
が
い
く
ら
に
7
3
つ
た
か
も
知
ら
な

い
o
ど
の
s
t
物
に
は
ど
の
肥
料
を
い
っ

幾
ら
施
せ
ぱ
よ
P
の
か
、
ど
の
籾
気
は

ど
う
し
て
防
ぎ
ど
う
し
て
駆
除
す
れ
ぱ

よ
い
の
か
、
科
理
を
作
る
L
も
包
挽
は

ど
ち

S
が
多
く

て
金
は
ど
ち
ら

が
余
酎

に
入
用
か
、
鰍
々
最
も
大
●
な
昂
を
や

つ
て
い
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
o

　
本
村
の
耕
地
は
　
町
村
に
比
し
て
少

い
方
で
は
な
い
、
働
力
も
有
り
余
つ
て

い
る
の
で
あ
る
e
悶
家
薄
記
を
よ
く
記

け
て
見
れ
ぱ
刈
る
の
で
あ
ろ
が
、
田
八

の
頒
業
で
も
I
E
八
醇
間
労
働
で
酎
貫

レ

て
見
る
と
日

当
四
、
茄
目
円
以
上
に

は
な
る

の
で
あ
る
。
そ
ん
な
恥
を
知
ら

ず
に
蹄
め
主
晶
の
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
よ
う

か
。
私
敦
は
立
地
膝
W
が

懇
く

て
自
立
が
出
來
な
G
の
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

叉
や
o
方
が
末
だ
足
ら
た
い
の
で
あ
る

と
首
う

扇
を
先
ナ
肝
に
銘
す
べ
き
で
あ

る
の
で

は
な

口
で
し
よ
う
か
。

　
口
体
的
に
筒
手
す
べ
き
桑
項
と
し
て

は
先
ず
、

1
、
」
地
ピ
腿
を
行
ゆ
旭
ヵ
埆
靖
か
酎

経
済
課
長

湯

ノ
谷
秀
吉

　
り
之
を
高
度
に
活
用
す
る
こ
と
。
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　

が
た
め
に
は
階
※
排
水
に
ょ
り
裾
田

　

の
引

Q
巧
程
度
を
解
消
す
。
伺
m
氾

　
用
排
水
施
設
の
整
㈱
を
な
し
傾
斜
畑

　

の
改
良
を
な
し
出
來
得
る
限
り
水
田

　

を
開
ぶ
客
上
を
行
う
。
　
（
囎
｛
の
統
計

　

に
よ
る
と

脇
家
の
相
腹
猛
総
顯
の
四

　

〇
％
は
稻
作
で
あ
り
園
久
作
物
＝
ゴ

　
％

家
畜
一
〇
％
甘
賭
七
％
と
言
う
具

　

合
に
な
る
）

2
、
陀
川
の
改
修
を
行
う
ぺ
慧
で
あ
お

3
、
防
災
の
処
置
を
な
し
災
害
に
醐
い

　

作
物
を
作
る
こ
と
。
　
　
　
．

4
、
畜
會
の
鑓
尿
惟
働
を
も
つ
と
洞
切

　

に
朽
い
之
を
燈
も
効
果
的
に
位
う
こ

　

と
o

5
、
中
小
家
畜
の
増
売
改
良
と
商
品
化

　

を
図
る
こ
と
。

一。緬
禦露
能
ぷ
的
な
も
の

7
、
林
野
を
犠
硝
し
、
窪
を
考
慮
し

　
堆
肥
資
紐
を
生
か
し

適

（ス
ギ
、
マ

　
ツ
g
e
）
1
　
適
（
ク
ス
猛
肚
4
1
等
）
を

　

整
理
し
且
国
有
抹
の
部
分
林
鱒
を
有

　
効
に
活
用
ナ
ペ
営
で
あ
る
。

8
、
引
活
の
合
理
化
を
酎
り
、
特
に
食

　
柵
の
改
野
に
努
め
人
口
間
旭
を
合
理

　

的
に
解
決
し
婦
女
，
ゾ
の
引
働
的
酷
を

で
あ
る
’

t

9
、
水
旧
用
の
淵
水
溜
池
を
作
り
水
温

　
の
翻
愉
を
な
ず
べ
舎
で
あ
る
e

9
、
施
肥
特
に
堆
肥
を
も
っ
と
く
増

　
婿
レ
地
力
地
質
痴
改
毬
し
性
分
を
研

　
究
し
て
地
力

の
柑
持
に
里
む
ぺ
き
で

あ
る
o

以
上
大
智

な
事
ば
か
U
々
捨
つ
て
見
ま

し
た
が
こ
れ
等
は
皆
村
と
し
て
も
從
來

か
ら

服
く

取
上
げ
て
皿
く
N
民
に
呼
び

か
け
て
居
る
事
で
あ
D
注
す
e

　
嬰
す
る
に
本
村
戸
し

て
は
立
地
候
件

と
し
て
は
余
り
盟
い
の
で
は
な
い
が
、

培
悶
が
湘
放
で
あ
り
頂
源
を
十
分
に
活

用
せ
ず
当
然
日
る

ぺ
常
生
熊
を
上
げ
得

ず
い
つ
ま
略
も
貧
困
な
生
活
を
続
け
な

け
れ
ぱ
な
ら
ば
い
現
問
で
あ
る
。

し

魏
憲
隠
竃
塞

に
取

残
さ
莞
い
如
量
・
蓼
三

換
』
を
行
い
『
考
ヌ
る
闇
蝶
』
莉
の

多
い
縄
謹
へ
の
囎
換
を
や
ら
な
け
れ

ぱ
切
角
願
の
親
心
に
よ
る
有
難
い
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

も
水
泡
に
帰
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
苦
心
が
あ
a
努
刀
が
入
り
且
燈
多
の

推
折
も
あ
g
l
　
）
よ
う
。
然
し
な
が
ら

断
じ

て
行
う

と
こ
ろ
必
ず
や
我
等
の
情

籔
る
信
じ
て
碧
砦
し
ょ
う
で

避
け
年
川
行
再
の
無
駄
籾
除
く

べ
き
l
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

：
…
…
へ
の
審
査
申
立
に
つ
い
て
．

検察審査会
　
檜
察
審
沓
会
は
ど
ん
な
こ

と

を
す
る
役
所
で
あ
る
か
、

既
に
公
報
等
で
御
存
知
の
方

も
お
あ
り
に
な
る
こ
と
＼
肌

い
i
’
す
o

　
検棄
査
会
の
目
的
に
つ

い
て
簡
軍
に
申
上
げ
摯
ず
と

絹
局
、
検
察
行
政
に
対
し
田

意
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
う
レ

て
こ
の
口

的
の
基
継
を
な
し

て
い
る
も

の
は
民
主
政
治
の
貼
本
で
あ
若
主
焔
在

民
の
原
珊
で
あ
る
と

い
ヌ

『
し

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

私
還
国
民
は
い
つ
れ
の
斑
合
に
お
い
て

も
与
オ

ら

れ
た
国
民
の
権
利
を
正
し
く

行
櫨
ず
る
こ
と
に
ち
ゆ
う
ら
よ
し
て
は

な
ら

ぬ
と
01
う

の
で
す
。

ζ

　
現
在
、
轡
察
や
検
察
願
に
再
訴
或
は

惰
発
さ
れ
た
あ
4
た
方
の
串
件
が
橡
察

官
か
ら

超
訴
さ
れ
て
泡
別
所
へ
宏
ら
れ

公
判
に
付
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
極
く
一

部
分
で
、
そ
の
他
の
大
部
分
は
そ
の
ま

A
不
起
訴
馳
分
と
な
つ
て
片
打
て
お
り

ま
す
。
処
が
不
曲
訴
処
分
を
受
け
た
人

は
、
相
手
方
が
陥
か
に
忍
い
の
だ
、
臼

分
は
大
へ
ん
な
被
害
を
受
け
た
の
だ
と

欝
う

礁
信
が
あ
つ
て
も
、
1
N
」
検
察
㎜
順

で
不
h
四
堺
処
分
に
な
れ
ぱ
、
そ
れ
で
お

し

烹
い
だ
と
弩
ズ
、
い
く
ら
日
分
が
被

揖
を
斐
け
て
も

仕
力
が
な
い
と
し
て
氾

苦
ら
め
征
泡
寝
入
り
し
て
い
る
人
が
案

外
多
い
の
で
は
な

P
で
し
ょ
う
か
。
こ

ん
な
▽
場
の
人
、
つ
ま
り
不
旭
眺
処
分

耕た
　ぱ
作こt

三
月
中
作
業
表

〆

田
代
村
た
ば
こ
耕
作
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

上

40

一、
第
一
回
子
床
遺
肥
の
史
施

一
、

第
一
回
馳
剤
撤
桁
の
史
施

一、

尊
木
返
収
当
二
五
〆
を
撤
布
し
八

対
二
の
捌
で
整
地
を
行
う
　
　
　
’

】
、

整
地
が
終
つ
た
な
ら
ば
肥
料
詩
計

　
に

基
吉
、
サ
ラ
肥
敷
込
を
行
う

一、

第
二
回
山
肥
を
行
う

一
、
5
8
除
作
製

　
r
r
　
m

　
t
r
　
　
イ

一
、

第
二
回
鎚
捌
撤
布
を
行
う

一
、

本
刷
籾
楠
前
防
風
垣
の
設
㈱

を
受
け
て
そ
の
処
置
に
対
し
不
服
で
あ

る
人
の
申
出
を
受
け
て
今
一
度
そ
の
事

件
を
審
査
し
て
、
検
察
官
の
な
し
た
処

分
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う

か
を
審
査
す

る
役
口
を
持
っ
て
S
る
の
が
、
検
察
審

査
会
の
仕
事
で
す
か
ら
、
今
迄
の
よ
う

に
、
不
服
で
あ
る
が
仕
方
が
な
い
と
し

て
酊
纏
人
り
し
て
い
る
こ
と
な
く
、
ど

し
ど
し
罰
民
に
与
ズ
ら
れ
た
柵
利
の
正

し
い
行
阻
と
し
て
梅
駄
審
査
会
に

御
f

出
ド
さ
い
e

　
橡
繁
淋
脊
会
は
、
鷹
児
口
、
川
内
、

加
冶
木
、
脂
屋
の
四
ケ
所
の
裁
判
所
丙

に
あ
り
ぴ
i
，
，
e
　
．
l

　
校
禦
審
査
会
は
国
民
の
中
か
ら
週
ば

れ
た
皆
礫
方
の
代
曳
十
1
人
が
法
律
と

い
う

界
門
的
立
場
か
ら
奇
一
く
は
な
れ
て

温
つ
ん
角
度
か
わ
聯
件
と
取
り
絹
み
、

一
、

聴
肥
口
肥
の
堆
肥
を
良
く

胴
製
す

　
る
一
、

卵
三
回
直
肥
を
行
う

二鰭
繍
饗
行
う
　
一

一
、器
も
の
は
移
順
に
湾
手
（
二
葉

共
九
枚
か
ら
十
枚
目
の
時
）

一
下

妬

1i、藁
お
ξ
藻
（
小
・
の

璽
誌
劇
舗

　
　
一
、
移
旭
白
後
の
木
刷
の
兄
巡
り

　
　
　
注

意

　
　
一
、
薗
床
の
片
張
り
並
旧
射
光
線
灘
人

　
　

を
怠
ら

な
い
礫

　

二
、
整
地
の
八
対
二
の
切
上
は
四
寸
程

　
　

度
と
す
る

　

三
、
肥
粗
は
基
悲
以
外
は
絶
対
施
肥
せ

　
　
ず
、
　
一
班
毎
の
田
に
依
り
施
川

　

四
、
鼎
除
設
耐
を
怠
ら
ず
必
ず
行
う
耶

i
－
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
＿
l
l
i
i
i
i
t
－
i
h
i
－
t
“
t
－
－
p
t
－
j
－
i
J
i
t
－
v
t
“
i
－
－
p
i
－
－
i
“
－
－
t
－
N
t
h
i
i
i
i
｜
i
i
i
i
－
t
－
t
－
－

こ＿

れ

は

ど
う
考
え
ま
す
か

“
公
民
館
主
事

　

本
年
度
は
衆
議
院
翻
員
の
遇
拍
を
初

め
、
今
後
も
知
事
、
縣
商
会
溺
鱈
、
市

町
村
長
、
市
町
村
踊
会
醐
蹟
触
の
捌
抽

が
次
か
ら
吹
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
居
り
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
私
途
は
政
治
を
政
剣
に
形

　
　
　
　
　
　
ヘ

ヌ
、
政
治
は
自
分
遽
の
生
活
に
直
接
結

ぴ
つ
い
て
居
る
こ
と
を
ぽ
識
し
て
、
恥

ち
な
い
正
し

い
選
午
に
よ
つ
て
、
彌
い

憾
念
と
実
行
力
冴
持
つ
た
、
自
分
達
の

代
爽
と
し
て
信
頼
す
る
に
足
る
立
派
な

人
を
遡
び
、
立
派
な
政
治
を
掌
つ
て
も

ら
う

こ
と

に
依
つ
て
、
自
分
遠
の
生
居

を
も
つ
とく
向
上
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な

ら

瓶
い
と
紗

い
ま
す
。

　
渦
去
に
於
て
政
、
臼
（
特
に
悶
政
）
に

一
対
す
る
ぺ
ぴ
し
い拙
の
め
つ
た
市
は

周
夘
の
通
り
で
あ
り
決
す
が
、
其
の
よ

う

な
政
治
を
泓
る
人
を
捌
ん
だ
の
は
、

n
分
頭
で
あ
つ
た
は
ダ
で
あ
り
決
す
。

　
眞
面
口
な
、
臼
分
描
の
な
つ
と
く
の

行
く

政
冶
を
望
む
は
ら
ぱ
、
迎
挙
の
陪

良
く
考
え
て
、
眞
圃
目
な
政
品
看
鈷
つ

て
下

れ
る
よ
う

な
人
を
遡
ぶ
必
硬
が
あ

る
の
て
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
自
分
の
一
口
W
は
ど
う
で
も
良
い
と

慰
う

事
は
大
の
票
物
だ
と
回

い
決
す
。

自
分
遠
の
一
口
々
々
が
つ
も
り
つ
も
つ

て
候
補
者
の
当

落
を
決
す
る
の
で
あ
る

こ
と
を
良
く
自
覚
し
て
、
自
分
で
一
巷

良
い
と
恩
う
人
に
正
々
心
々
と
枠
票
す

べ
＃

て
あ
リ
ヨ
し
よ
う
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
從
項
の
避
昂
で
は
良
く
、
あ
の
人
か

ら
附
ヨ
れ
て
パ
方
か
ら
N
か
、
あ
の
人

に
は
大
変
お
世
砧
に
k
つ
た
m
が
あ
る

か
ら

N
か
、
あ
の
人
と
は
線
故
圃
係
が

あ
る
か
ら
化
方
が
な
㏄
か
ら
と
か
官
う

こ
と竃
葺
に
い
設
し
た
が
・
塘
の

よ
う

な
礎
瑚
人

W
に
醐
か
ざ
れ
に”’
r
v
－
’

い
か
げ
ん
な
澗
枯
が
行
わ
れ
て
居
仁
か

ら
こ
そ
、
少
し
位
癌
い
奉
を
し
て
も
卒

然
と
し

て
居
る
よ
う
な
政
治
家
を
遡
ぶ

紬
果
と
な
U
、
つ
い
に
は
腐
敗
政
沿
を

庄
む
に
至
つ
た
の
だ
と
肌
い
ま
す
。

　
お
互
い
人
閲
C
あ
り
ま
す
か
ら
、
も

と
よ
り
雛
卸
人
簡
は
大
切
で
は
あ
り
枠

す
が
、
ご
と
皿
挙
に
閲
し
て
だ
）
は
、

鶉
理
人
噺
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
大
の

禁
物
で
あ
り
ま
す
。

　

い
く
ら
此
の
人
に
抄
寧
し
て
ド
れ
と

か
、
私
に
と
か
旨
つ
て
朝
ま
れ
て
も
、

何
も

圃
前
で
t
l
と
わ
る
必
要
は
な
い
と

唐

い
ま
す
“
は
口
く
と
欝
つ
て
居
て

も
、
楡
々
控
哩
の
階
は
誰
が
雄
に
投
票

し
た
か
わ
か
る
は
ず
は
ば
い
の
e
す
か

ら
、
安
心
し
て
自
分
で
展
も
良
い
と
信

す
る
人
に
控
ヅ
し
て
、
一
人
で
も
多
く

マ
聾
人
鏑
ぴ
、
警
在
吉
空

S
し
め
る
随
に
、
お
互
い
努
力
す
べ
弐

　
ノだ
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
で
あ
く
ま
で
も
自
分
の
守
魂
に
忠
実
で

　
次
に
政
冶
家
ど

し
て
の
頂
格
の
一
端
あ
る
と
口
う
人
物
は
磁
員
に
は
嬰
求
し

を
掲
げ
ま
す
の
で
、
衆
禰
院
蘭
員
の
遡
　
た
い
の
で
あ
る
o

26
は
既
に
終
り
ま
し
た
い
れ
ど
も
、
今
　
⑨
実
行
力
は
熱
意
と
学
職
の
二
つ
に
分

後
行
わ
れ
る
地
方
測
準
に
も
河
用
眠
來
け
る
こ
と
が
で
噛
る
。
ど
ん
乃
立
波
π

る

考
ズ
方
だ
と
思
い
詮
す
の
で
、
今
後
鷲
を
も
ち
、
ま
た
ど
ん
な
に
品
性
が

拾
々
吸
治
葱
磯
を
高
め
て
、
よ
り
よ
い
高
く
て
も
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
且
見
を

政
冶
を
つ
く
り
上
げ
る
爲
の
謬
考
に
し
実
現
し
よ
う
と
い
う
集
意
の
な
い
人
は

て
頂
餐

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
『
と
し
て
は
適
当
で
な
い
。
剛
泣
が

⑥
似
禍
者
を
辿
ぶ
場
臼

に
は
決
ず
政
党

た
い

ル

ー
枯
励
力
は
止
れ
て
來
な
、
s
。

す
万
は
ち
政
見
、
次
に
人
物
と
い
は
れ
　
k
ん
な
蘂
新
祖
動
で
も
革
命
瀾
勤
で
も

る
が
’
f
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
　
　
　
隈
初
は
少
数
の
も
の
＼
熱
ぱ
か
ら
出
発

瀧
会
政
治
と

い
う

の
は
口
毘
が
蘭
員
を
　
し
仁
二
と
を
思
ズ
ば
こ
礼
は
当
然
の
こ

通
じ
て
政
冶
を
行
う

相
描
で
あ
る

か
ら
　
と
で
鵡
る
。

自
分
と
同
じ

政
見
を
も

つ
た
代
翻
上
籾
◎
学
随
が
な
く
て
は
問
題
の
起
つ
た
場

選
ぶ
こ
と

が
ま
ず
用
l
で
あ
る
。
　
　
　
合
に
臼
分
の
行
動
を
決
め
る
こ
と
が
て

◎
政
兄
の
同
じ

朕
禍
者
が
二
名
以
上
あ
弐
含
い
か
ら
実
行
力
が
猛
く
な
る
。
む

つ
た
場
台

に
初
め
て
人
物
が
問
題
に
な

　
ろ
ん
呈
随
と
い
う

の
は
学
醸
の
こ
と
で

る
o
人
物
君
見
る
壌
合
に
は
品
性
と
鍵
は
パ
い
し
、
専
門
的
川
ぬ
の
み
を
も
っ

冨
が
嬰
さ
る
．
．
順
性
の
低
も
こ
と
£
C
．
藍
と
い
。
の
は
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來
再
門
技
術
で
は
な
U
の
で
あ
る
か
ら

一

の
よ
U
高
い
も
の
を
選
ぷ
の
は
当
然
で

あ
R
が
、
こ
の
場
邑
の
品
汁
と
い
う
の
荷
政
、
法
律
、
財
政
な
ど
の
専
門
家
て

は
必
ず
し
も
修
身
ぬ
先
且

の
い
う

の
と

あ
る
必
嬰
む

な
い
。
む
し
ろ
頂
門
寮
で

同
じ

も
の
塘

瑳
求
ず
る
こ
と
は
擁
理
か
　
癒
い
方
が
よ
い
鰻
台
も
あ
ろ
う
。

も
し

れ
汁

い
が
、
搾
し
興
敗
さ
れ
涯
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

橡
察
官
か
ら
裁
定
嗣
鍬
を
取
り
寄
せ
、
　
　
皆
礫
方
の
申
で
、
或
は
御
知
り
合
い

或
は
関
係
人
を
呼
ん
で
耶
情
を
臆
取
し
の
中
に
不
起
訴
処
分
に
不
服
で
あ
っ
て

或
は
実
地
見
分
や
証
人
尋
問
ひ
を
し
て
モ
の
手
続
を
知
ら
な
い
で
迷
つ
て
い
る

騨
鍵顯
嬬
〔
顯
編
器
竃
読
硝
賠
吉
離
翻

当
、
不
当
を
審
査
し
、
若
し
検
禦
官
の
し
手
続
の
方
法
を
敬
ズ
て
も
ら
う
よ
う

総
麟
繍
勝
蒜
詫
鷲
竺
謡
計
顯
錯
糠
舗
瀦
謡

覆
馨
・
と
の
趣
葛
曇
下
．

を
邊
り
、
叉
櫓
察
官
の
と
つ
た
不
起
訴
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
務
局
職
員
が
熊
切
丁
ぽ
に
拍
導
し

迦
羅
藻
霧
磐
樋
す
ハ
手
続
劉
用
は
1
5
い
り

ま
す
。
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察
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局
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春
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お
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ず
れ
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1

　
身
を
さ
す
よ
う

に
郷
か
つ
た
各
も
去

り
、
こ
め
山
N
に
も
蒋
が
お
と
ず
れ
て

來
仁
。

今
H
は
日
咽
日
で
英
皓
は
澗
な
つ
れ
て

こ
の
躯
原
に
遊
び
に
巫
た
。
家
の
す
ぐ

向
う

で
三
〇
分
そ
こ
そ
こ
の
道
の
り
で

た
法
の
気
や
す
め
に

は
l
v
よ
い
G
所

で

あ
る
。

久
し
ぶ
り
に
枯
Ω
の
上
に
匹
こ
ろ
ん
で

ゅ
る
や
か
に
琉
れ
る
震
を
じ

い
っ
ー
と

見
つ
め
て
い
る
と
な
ん
だ
か
孤
を
兄
て

い
る
よ
う

で
あ
る
。

あ
れ
か
£
七
年
…
…
。

兄
の
活
は
嫁
を
む
か
ズ
、
英
鵬
は
村
の

高
等
学
稜
へ
通
ド
、
弟
の
m
は
小
学
四

年
に
た
つ
礼
。

甜
の
方
を
ふ
り
向
く
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
つ

て
さ
も
う

れ
し
そ
う

で
あ
る
D

　
　
　
　
I
I

　
当
時
父
の
限
牝
後
、
母
の
窟
死
と
次

々
に
お
こ
る
不
宰
…
…
。
　
　
　
　
一

母
が
死
ん
だ
そ
の
悶
、
活
が
敬
年
十
八

英
雄
が
十
、
活
が
四
つ
で
あ
つ
た
。
そ

れ
か
ら

N
い
う

も
の
は
処
雄
兄
粥
に
苦

し
い
日

が
続
いん
。

兄
は
村
の
人
々
の
す
／
め
に
よ
り
炭
塊

を
見
習
い
、
英
雄
は
澗
の
世
話
を
は
じ

め
家
の
一
っ
さ
い
の
函
を
母
代
り
に
な

つ
て
一
心
に
や
つ
た
。

兄
は
仕
事
の
剛
合
で
夜
は
お
そ
く
な
り

が
ち
で
あ
つ
た
が
、
そ
ん
な
時
潤
に
習

話

し
を
し
た
り
、
う
た
を
臥
つ
た
り
し

て
兄
の
帰
り
を
待
つ
の
で
あ
つ
た
。
待

に
待
つ
た
あ
げ
く
兄
が
帰
つ
て
來
る
と

さ
び
し

が
り
Q
の
酒
も
窟
に
元
気
が
出

v
、

三
人
そ
ろ
つ
て
の
夕
食
の
瞭
は
今

だ
に
忘
れ
は
い
c
夕
食
が
す
む
と
兄
は

道
具
の
手
人
れ
や
か
れ
こ
れ
仕
堺
が
ま

つ
て
い
た
。
英
雄
は
あ
と
し
ま
つ
を
お

K
る
と

そ
ま
つ
な
机
に
向
か
っ
て
I
心

に

勉
獺
レ
㌻

村
の
人
濯
は
英
雄
兄
痢
の
感
心
口
行
い

ス
り
を
σ
め
て
、
な
に
か
に
つ
口
て
よ

　
　
　
ロ

く

め
ん
ど
う
を
見
て
下
さ
つ
た
。

い
つ
か
夕
食
後
兄
が
し
ん
み
り
と
品
し

　
コ
ゾ
礼
。

　
『
兄
ざ
ん
は
、
お
父
穴
ん
お
母
さ
ん
が

吹
々
と

じ
く

な
り
’
あ
れ
ほ
ど
い
噌
た

か
つ
た
紡
促
に
も

進
め
な
か
｝
た
o
し

lかし
今
で
は
ど
う

に
か
］
人
前
に
仕
耶

が
出
來
る
よ
う

に
な
つ
た
。
こ
れ
は
ま

つ
七
く
杓
の
人
々
の
お
か
げ
だ
o
自
分

ぷ
兄
川
は
い
っ
か
は
村
の
人
々
に
ご
お

ん
返
し
を
し
な
く

て
は
い
け

鳳
い
。
そ

れ
に
は
な
ん
と
竃
つ
て
も
し

つ
か
り
勉

稲
し
て
立
派
な
人
闘
に
な
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
わ
前
と
澗
だ
け

は
行
け
る
だ
け
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
つ

て
も
上
の
草
稜
に

孔
む
が
良
い
。
兄
さ

ん
は
そ
れ
を
樂
し
み
に
こ
れ
か
ら
も
う

ん
と
う

ん
と

働
く

か
ら

お
互
い
に
し

つ

か
り
や
ろ
う
』
と
o

W
雄
は
学
槻
で
も
ひ
ょ
う

ば
ん
が
良
か

霧
耀
饗
灘

く

9
か
ヌ
し
わ
か
る
ま
て
数
ズ
て
や
つ

一

た
。
で
き
の
懸
い
生
徒
な
芦
先
生
よ
D

も
奥
雄
に
敬
い
た
が
つ
た
。

　
　
　
　

三

　
∬
頃
、
さ
び
し
が
り
や
だ
つ
た
搭
も

い
た
つ
て
元
気
が
い
＼
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
…
…
。
宛
ど
う
ふ
く

し
迎
間
に
ち
な
ん
で
吏
鳳
は
よ
く
働
雲

か
つ
勉
弛
し
た

む
く
い
と
p
お
い
n
う

か
、
は
え
あ
る
優
良
品
と
し
て
喪
鈷
さ

れ
た
の
で
あ
る
o
こ
の
う
れ
し
い
ニ
コ

ー
ス
は
料
中
で
う
わ
さ
さ
れ
特
に
顧
心

し
た
村
長
さ
ん
は
あ
る
日

わ
ざ
わ
ざ
央

雄
の
家
を
た
ず
ね
て
お
つ
し

や
つ
た
。

　
r
か
ね
が
ね
う
わ
さ
に
弐
い
で
は
い
た

が
t
こ
と
に
願
心
な
5
6
山
じ
や
、
村
人

に
変
つ
て
お
糺
を
官
う
。
隊
に
か
い
い

ほ
う

び
を
や
り

た
い
が
ど
う
だ
ね
居
君

刀
等
も
剃
が
カ
く
て
は
な
ん
と
炉
つ
た

つ
て
さ
び
し

い
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
、

な
に
か
に
つ
け
て

い
そ
が
し
い
那
だ
ろ

う
、
モ
こ
で
だ
、
お
2
さ
ん
代
D
に
わ

し
の
娘
を
君
の
嫁
に
し
て
く
れ
は
い
か

ね
e
ど
う
だ
も
ら
つ
て
く
れ
る
か
ね
、

ハ
ハ
…
…
』
か
な
D
お
ズ
る
と
利
毘
さ

ん
は
は
げ
頭
を
な
で
な
が
ら
高
ら
か
に

笑
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　

四

　
今
日

も
兄
は
山
へ
仕
耶
に
、
弛
雄
と

澗
は
学
促
へ
、
そ
し
て
勅
し
い
お
姉
注

一
住
峯
蟻
N
＃
　
”
．
。

英
雄
一
家
に
も
つ
い
に
宰
縮
の
春
は
お

もと
ず
れ
た
。
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聯
汀
図
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柏
田
代
出
張
所
に
対D
て

院
・
今
回
吹
の
磯
な
円
締
が
二
百
肋
配

本
に
な
り
ま
し
己
の
で
、
お
知
亡
せ
い

た
し
ま
す
。
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と
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博
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